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大
分
県
中
津
市
で
の
第
一
○
七
回
日
本
医
史
学

蕊
織
鋳
蕊
癖
騨
一
会
総
大
会
が
終
っ
た
。
前
野
良
沢
．
福
沢
諭
吉
の

故
郷
で
開
催
の
た
め
か
、
参
加
者
も
演
題
数
も
多
く
、
二
会
場
で
研
究

発
表
が
行
わ
れ
た
。
▼
総
会
で
も
報
告
さ
れ
た
が
、
学
会
誌
の
投
稿
規

定
が
一
部
改
訂
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
改
訂
の
内
容
は
、
最
近
特
に

重
要
視
さ
れ
て
き
た
生
命
倫
理
・
個
人
情
報
・
著
作
権
に
関
係
す
る
も

の
と
、
原
稿
の
書
き
方
・
投
稿
の
仕
方
で
あ
る
。
社
会
情
勢
、
印
刷
方

法
の
変
化
な
ど
で
改
訂
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
・
七
年
ぶ
り
の
改
訂
で

あ
る
。
投
稿
さ
れ
る
時
は
、
投
稿
規
定
を
一
読
し
て
下
さ
い
。
▼
学
会

誌
の
論
文
を
広
く
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
「
国
立
情
報
学
研
究
所
電

子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
」
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
出
版
ず
み
の
日

本
医
史
学
雑
誌
が
パ
ソ
コ
ン
で
見
ら
れ
る
の
で
便
利
で
あ
る
。
▼
今
年

度
、
学
会
誌
の
出
版
助
成
と
し
て
、
科
研
費
一
五
○
万
円
が
認
可
さ
れ

る
。
論
文
掲
載
料
の
負
担
が
生
じ
た
時
、
本
学
会
会
員
の
ほ
と
ん
ど
が

個
人
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
個
人
負
担
を
少
な
く
す
る
に
は
科
研
費
の

助
成
は
あ
り
が
た
い
。
▼
五
月
の
編
集
委
員
会
で
、
長
年
編
集
委
員
と

し
て
活
躍
し
て
く
れ
た
真
柳
誠
氏
が
編
集
委
員
を
退
任
し
、
代
っ
て
鈴

木
晃
仁
氏
（
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授
）
が
就
任
し
た
。
真
柳
氏

の
退
任
で
編
集
委
員
長
は
、
真
柳
氏
か
ら
坂
井
建
雄
氏
（
順
天
堂
大
学

医
学
部
教
授
）
に
交
代
し
た
。

（
蔵
方
宏
昌
）

訂
正
の
お
知
ら
せ

「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
五
十
一
巻
三
号
に
掲
載
の
深
瀬
泰
旦
論
文

「
緒
方
洪
庵
と
添
田
玄
春
ｌ
西
洋
医
学
所
頭
取
役
宅
の
新
築
を
め
ぐ
っ

て
」
に
お
い
て
、
著
者
自
身
の
原
稿
誤
り
に
も
と
づ
く
訂
正
の
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
の
で
三
四
九
ペ
ー
ジ
二
行
目
の
文
章
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
訂

正
い
た
し
ま
す
。

洪
庵
が
急
死
し
た
の
は
玄
春
が
長
崎
か
ら
帰
府
す
る
直
前
の
こ
と

で
、
添
田
か
ら
は
な
ん
ら
か
の
応
接
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
が
、


